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あ　

と　

が　

き

人
文
科
学
研
究
所
長　
　

大
野　
　

俊

　
『
清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』第
四
十
四
号
を
お
届
け
す
る
。

本
号
に
は
論
文
八
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
内
訳
は
、
本
学
の
専
任

教
員
五
名（
う
ち
所
員
三
名
）、非
常
勤
教
員
二
名
、客
員
所
員
一
名
で
あ
る
。

　

 

掲
載
論
文
は
す
べ
て
査
読
を
経
て
い
る
。
応
募
論
文
八
編
中
、二
編
を「
条

件
付
き
掲
載
可
」、
六
編
を
「
掲
載
可
」
と
し
た
。
応
募
者
に
対
し
て
は
採

否
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
査
読
者
の
所
見
を
通
知
し
た
。

　

今
号
か
ら
編
集
委
員
長
が
本
研
究
所
前
所
長
の
木
村
琢
也
教
授
（
ス
ペ
イ

ン
語
ス
ペ
イ
ン
文
学
科
）
に
交
代
し
、
ご
多
忙
な
な
か
、
要
領
良
く
編
集
作

業
を
進
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
号
も
多
く
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
知
を
結
集
し
、
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
寄
稿
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
短
期
間
に
真
摯
に
査
読
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
匿
名
査
読
者
の
先
生
方
、
精
緻
な
英
文
校
閲
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
匿

名
校
閲
者
の
先
生
、
さ
ら
に
執
筆
者
、
査
読
者
、
編
集
委
員
、
印
刷
所
の
間

の
複
雑
な
原
稿
や
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
取
り
仕
切
っ
て
く
れ
た
人
文
科
学

研
究
所
職
員
の
永
塚
尋
子
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
同
様
高
品
質
な
印
刷
と
製
本
を

し
て
く
だ
さ
る
丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社
の
担
当
者
に
改
め
て
深
謝
を
表
し
た

い
。

　

私
は
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
本
研
究
所
長
を
務
め
て
い
る
が
、
本
紀
要
に

寄
稿
の
論
文
を
載
せ
て
頂
く
の
も
、
こ
の
「
あ
と
が
き
」
を
書
く
の
も
今
号

が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
自
己
紹
介
も
か
ね
て
、
以
下
で
は
、
私
の
研
究

の
主
な
分
野
で
あ
る
「
社
会
科
学
」
と
、
本
研
究
所
の
名
称
に
も
な
っ
て
い

る
「
人
文
科
学
」
の
境
界
な
ど
、
実
は
結
構
、
カ
オ
ス
に
満
ち
て
い
る
文
系

学
問
分
野
の
分
類
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
の
大
学
院
博
士
課
程
時
代
の
専
門
は
「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域

研
究
」
で
あ
る
。PhD

（
博
士
号
）
を
授
与
し
て
く
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
大
学
ア
ジ
ア
学
部
の
大
学
院
は
、
専
門
の
地
域
の
名
称
入
り
の
学
位
を

出
す
。
私
は
、
日
本
（
東
ア
ジ
ア
）
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
東
南
ア
ジ
ア
）
間
の

ひ
と
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人
）
の
国
際
移
動
に
関
す
る
論
文
を
書
い
た
た
め

に
「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
」
と
い
う
長
い
学
位
を
頂
戴
し
た
。

　

日
本
で
は
「
地
域
研
究
」
の
歴
史
が
浅
く
、
こ
の
学
位
を
卒
業
生
に
与
え

て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
い
。
大
学
関
係
者
も
、
こ
の
学
位
名
に
は
余
り
な

じ
み
が
な
い
。
文
部
科
学
省
の
学
科
系
統
分
類
表
（
文
系
分
野
）
で
数
百
あ

る
小
分
類
を
点
検
し
て
も
、「
地
域
研
究
」
と
い
う
言
葉
は
見
つ
か
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、私
は
日
本
で
は
、自
分
の
専
門
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
（
学
問
分
野
）

に
つ
い
て
「
国
際
社
会
学
と
歴
史
学
」
と
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
。
私
が
博

士
課
程
とPhD

取
得
後
に
国
内
外
の
大
学
で
研
究
職
・
教
職
を
得
て
進
め

て
い
る
移
民
研
究
や
そ
の
理
論
は
国
際
社
会
学
の
範
疇
で
あ
る
。
一
方
、
私

がPhD

論
文
で
も
扱
っ
た
戦
前
期
の
日
本
人
移
民
に
関
す
る
調
査
は
、
多

様
な
官
民
の
多
数
の
文
書
を
渉
猟
す
る
歴
史
研
究
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

国
際
社
会
学
、
さ
ら
に
は
そ
の
上
位
の
社
会
学
が
社
会
科
学
の
重
要
な

ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
文
部
科
学
省
が
公
開
し
て
い
る
学
科

系
統
分
類
表
に
よ
る
と
、「
社
会
科
学
」
の
な
か
で
「
社
会
学
関
係
」
の
小

分
類
（
学
科
）
は
八
九
も
あ
り
、
商
学
・
経
済
学
関
係
に
次
い
で
多
い
。

　

で
は
、
社
会
学
の
す
べ
て
が
社
会
科
学
で
、
人
文
科
学
で
は
な
い
の
か
と

い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
文
部
科
学
省
の
「
人
文
科
学
」
の
分
類
表

を
み
る
と
、
中
分
類
の
「
史
学
関
係
」
の
な
か
の
小
分
類
と
し
て
「
歴
史
社

会
学
」
が
あ
る
。
歴
史
社
会
学
は
、
大
ざ
っ
ぱ
に
言
う
と
、
歴
史
を
対
象
と

し
て
社
会
学
的
考
察
を
行
う
社
会
学
の
一
部
門
で
あ
り
、
私
のPhD

論
文
の
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半
分
以
上
は
歴
史
社
会
学
の
範
疇
に
も
入
る
。「
歴
史
社
会
学
」
は
「
社
会

科
学
」
の
分
類
表
の
な
か
で
「
社
会
学
関
係
」
の
小
分
類
の
一
つ
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
私
が
や
っ
て
き
た
歴
史
社
会
学
的
な
研
究
は
、
社
会
科
学
と
人
文

科
学
の
両
方
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、ど
ち
ら
か
一
つ
の
分
野
と
言
い
が
た
い
。

　

文
部
科
学
省
は
「
人
文
学
」
と
「
社
会
科
学
」
の
違
い
な
ど
を
論
じ
た
文

書
「
人
文
学
及
び
社
会
科
学
の
学
問
的
特
性
」
と
い
う
文
書
を
公
表
し
て
い

る
。
こ
こ
で
い
う
「
人
文
学
」
は
先
の
「
人
文
科
学
」
と
同
義
に
用
い
て
い

る
。
そ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
人
文
学
が
人
間
の
精
神
や
文
化
を
主
な
研
究

対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
社
会
科
学
は
人
間
集
団
や
社
会
の
あ
り
方
を
主
な

研
究
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
実
際
の
現
場
で
の
研
究
の
対

象
は
、
そ
の
両
方
に
ま
た
が
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、
明
確
な
線
切

り
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
多
い
と
み
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
学
の
人
文
科
学
研
究
所
に
は
「
規
定
」
が
あ
り
、
本
紀
要

の
奥
付
に
そ
れ
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
第
二
条
で
は
「
本
研
究
所
は
、
人
間

に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
現
象
を
包
括
的
か
つ
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
し
た
が
え
ば
、
本
研
究
所
は
人

文
学
と
社
会
科
学
の
両
方
の
研
究
を
扱
う
ほ
か
、
自
然
科
学
の
研
究
も
人
間

が
か
か
わ
る
現
象
を
扱
う
も
の
な
ら
ば
、
紀
要
な
ど
研
究
所
の
刊
行
物
へ
の

寄
稿
や
主
催
す
る
研
究
懇
話
会
で
の
話
題
提
供
を
歓
迎
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

本
研
究
所
は
一
九
七
八
年
設
立
で
、
清
泉
女
子
大
学
の
研
究
所
の
中
で
最

も
長
い
歴
史
を
持
つ
。
文
学
部
の
み
の
本
学
の
内
部
に
学
際
的
な
機
運
を
高

め
、
外
部
か
ら
の
新
風
を
自
由
に
迎
え
入
れ
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の

当
時
の
本
学
は
、国
文
学
科
（
現
在
の
日
本
語
日
本
文
学
科
）、英
文
学
科
（
現

在
の
英
語
英
文
学
科
）、
ス
ペ
イ
ン
語
ス
ペ
イ
ン
文
学
科
、
キ
リ
ス
ト
教
文

化
学
科
（
現
在
の
文
化
史
学
科
）
の
四
学
科
体
制
だ
っ
た
。
文
学
や
文
化
を

学
問
の
中
心
と
す
る
大
学
だ
っ
た
た
め
、「
人
文
科
学
研
究
所
」
と
い
う
名

称
に
対
し
て
学
内
か
ら
ほ
と
ん
ど
異
論
は
出
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
当

時
、
学
外
に
い
た
私
は
、
そ
う
推
察
し
て
い
る
。

　

清
泉
女
子
大
学
創
立
五
〇
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
一
年
、
本
学
に
地
球
市

民
学
科
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
当
時
、「
地
球
市
民
」
や
「
地
球
市
民
学
」

と
い
う
言
葉
が
巷
間
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
余
り
な
く
、
相
当
に
奇
抜
な
印
象

を
与
え
る
学
科
名
だ
っ
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
し
、
学
科
創
立
に
関
わ
っ
た

本
学
教
員
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
う
か
が
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、先
述
の
文
部
科
学
省
の
社
会
科
学
の
学
科
系
統
分
類
表
で「
社

会
学
関
連
」
の
小
分
類
の
中
に
「
地
球
市
民
学
」
が
ち
ゃ
ん
と
存
在
し
て
い

る
。
日
本
政
府
が
す
で
に
認
定
し
て
い
る
学
問
分
野
と
い
う
こ
と
で
、
地
球

市
民
学
は
日
本
で
も
「
市
民
権
」
を
得
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

私
は
地
球
市
民
学
科
に
二
〇
一
二
年
か
ら
所
属
し
て
い
る
。
こ
の
学
科
の

他
の
専
任
教
員
の
専
門
分
野
は
、
国
際
関
係
論
、
文
化
人
類
学
、
環
境
経
済

学
、
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
、
平
和
学
と
、
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
人
文
科
学

と
社
会
科
学
の
ど
ち
ら
か
に
分
け
る
と
す
る
と
、
は
じ
め
の
二
つ
は
人
文
科

学
、
残
り
の
三
つ
は
社
会
科
学
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
同
僚
の
教
員
た
ち
が

自
分
の
研
究
を
「
人
文
科
学
」
あ
る
い
は
「
社
会
科
学
」
の
ど
ち
ら
か
に
位

置
づ
け
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
疑
わ
し
い
。
と
い
う
の
は
、
教
員

の
専
門
分
野
を
よ
く
見
る
と
、
先
述
の
専
門
以
外
、
地
域
研
究
、
情
報
社
会

論
、NG

O

論
な
ど
、他
に
二
つ
三
つ
の
専
門
が
あ
り
、「
人
文
科
学
」
か
「
社

会
科
学
」
か
の
分
類
が
難
し
そ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

学
問
の
分
野
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
り
、
そ
の
垣
根
が
溶
解
し
、
新

た
な
分
類
が
必
要
に
な
る
と
き
も
あ
る
。
将
来
的
に
は
、
文
系
分
野
を
「
人

文
科
学
」
と
「
社
会
科
学
」
に
分
け
る
こ
と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
に
な
る
可

能
性
だ
っ
て
あ
る
。
本
研
究
所
の
名
称
を
再
検
討
す
る
と
き
も
、
そ
の
う
ち

や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。


